
熊本地震に際し、被災された皆様に謹んでお見舞い申し上げます。 

皆さまのご健康と一日も早い復興をお祈り申し上げます。 

～**～熊本復興支援プロジェクト～**～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■まちづくり学習会について 

１２２回 熊本地震と「まち」の復興                       熊本県土木部道路都市局道路都市局長 松永信弘氏 

121 回 私たちの「熊本の復興まちづくり」                熊大工学部社会環境工学科 3年生  

120 回 完全自動運転システムが開く近未来の生活と社会        まちなか工房 代表 溝上章志 

119 回 「熊本都市圏都市交通マスタープランについて」      県土木部 荒木宣博氏 市都市建設局 杉村洋輔氏 

118 回 震災シリーズ 新町古町地区の暫定レポート 復興への提案 まちなか工房 冨士川一裕 

117 回 震災シリーズ 中心市街地 熊本地震からの復旧復興についての座談会  下通繁栄会事業部長 長江浩史氏 

■過去の学習会 

入場 

無料 ２０１７年３月２３日（木） 
18：30～20：00 

熊本大学工学部 まちなか工房 

まちなか工房 

第１２３回 ３月のまちづくり学習会 

講演者 
 

「熊本市中心市街地の復興創造グランドデザイン」 

を考える 

 

日 時 

 

場所 

 

熊本市中心市街地活性化協議会では、熊本地震からの創造的復興の牽引車である中心市街地に

ついて、そのグランドデザイン（30年後のあるべき街の姿）を検討しています。熊本市やその

周辺地域でも、人口減少、とりわけ 40代までの各世代の人口減少が深刻化し、人材不足や経済

の縮小が進むと心配されます。震災の教訓を踏まえて安全安心な街をつくるのはもとよりです

が、いかにして交流人口の増加や定住人口の定着を図るかが課題となりました。 

「まちなか工房」のメンバーも一連の作業に参加して、このほど、５つの目標と 15の施策、さ

らには地区毎の整備方針と戦略プロジェクト（いずれも素案）などを中間報告としてまとめたと

ころです。3月の学習会では、報告の要点を紹介し感想や意見を交しながら、新しい視点やアイ

デアを見つけたいと考えています。 

お問い合わせ 

まちなか工房 下田・岡村 

e-mail：machi-kobo@cotton.ocn.ne.jp  

tel/fax：096-326-9502 

まちなか工房シニア 両角光男 
 

熊本市中央区南坪井町 1-5 

上通並木坂サンコスメディオビル 2階 

 

 

第 1２２回まちづくり学習会の様子 

共催：文部科学省 大学間連携共同教育推進事業 

「減災型地域社会のリーダー養成プログラム」 

    熊本大学 熊本復興支援プロジェクト 

まちなか工房では月に一度、中心市街地関係者や

市民を対象に『まちづくり学習会』を開催しています。 

県内外から専門家や実務経験者を招いて講演を開

き、中心市街地活性化策についてさまざまな意見交

換をしています。 

学習会終了後には、講師の方を囲みワンコイン懇親

会も行っています。まちづくり学習会の御案内を e-

mail または FAX にて差し上げますので、御希望の方

はまちなか工房まで。 

  


